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 西南日本の地殻変動場は，フィリピン海プレートの斜め沈み込みに伴う圧縮変形が支配的である．プレート

沈み込みによるひずみ蓄積過程と内陸活断層の活動との関連を総合的に理解するため，Tabei et al. (2002)は 1998

年以降，室戸岬から中央構造線を横断し中国山地へ至る測線において稠密 GPS 観測(MTL-East)を実施している．周

辺の国土地理院 GEONET 観測点を合わせた地殻水平・上下速度が示すものは，(1)四国沖の南海トラフにおける現在

のプレート間カップリングは 100%に近い，(2)弾性圧縮変形を除去した残差速度場は，中央構造線をはさんで相対

的に約5mm/yrの右横ずれブロック運動を示す，(3)ブロック運動の急変帯は中央構造線の地表トレースの20～30km

北方に位置する，(4)残差速度場は，北へ傾斜した中央構造線断層面の上部が深さ 15km まで固着し，それより深部

で定常的な横ずれが起きている，というモデルで説明できる，(5)上下速度は室戸岬周辺で約 6mm/yr の沈降，四国

山地から讃岐山脈で 2～4mm/yr の隆起を示す，(6)上下変動パターンは一等水準測量結果と調和的で，ヒンジライ

ンの位置もほぼ一致する． 

 我々は，松山市を中心とし，MTL-East 測線に平行に新たな稠密 GPS 観測網を設定した(MTL-West)．新設した

観測点は 11 点で，とくに GEONET 観測点の疎らな瀬戸内海上の島に 5点を重点配置している．観測点数，観測網の

大きさとも，MTL-East の約半分の規模である．2002 年 9 月，2003 年 9 月に約 1 週間のキャンペーン観測を行い，

2回の観測間の座標変化から地殻変動速度を算出した．解析には Bernese GPS Software Ver.4.2 を用いた．また，

四国総合研究所の 4点の固定連続観測データ，周辺の GEONET24 点のデータも同時に解析した． 

 新設点および四国総合研究所観測網のデータのキャンペーン解析結果は，GEONET の連続データ(1996 年 3 月

～1999 年 12 月)から算出した変動速度と良い調和を示す．一方，GEONET データを同じキャンペーン解析した結果

は，連続データから得た結果との一致度が良くない．これは，2002 年から 2003 年にかけて GEONET 観測点のアン

テナが異なる機種に交換され，アンテナ位相中心変動の違いが影響したものと考えている．したがって，今回は

GEONET データのキャンペーン解析結果は用いない． 

 MTL-East ではプレートの沈み込みの影響を単純なモデルで推定・除去することができたが，四国西部から日

向灘にかけてプレート境界の走行が変化し，プレート間カップリングも急変することが予想され，モデル化は単純

ではない．さらに，2002 年夏から秋にかけて，四国西部を中心にスロースリップイベントが発生したことが報告

されており，GPS 観測結果を定常的なプレート沈み込みの影響，スロースリップイベントの影響，前弧のブロック

運動の 3つに分解することは容易ではない．他の地球物理学的観測の結果を併用しつつ，これらの作業を進めてい

く予定である． 
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